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【The Black Note】第2話　絵の中の天使

■オープニング

デュレモノローグ「光のあるところには、必ず影ができる。歴史もそれは同様で、表の歴史のすぐ
そばに、裏の歴史がいつも存在していた。けれどのあの頃は、誰一人として、そんなことを考えて
はいられなかった。その歴史が表か裏かなんて、そのときを生きているものにはなんの関わりもな
いことなのだから……」

■タイトルコール

デュレ「The Black Note第2話・『絵の中の天使』」

■本編

ウィズ：は～、暇だなぁ……。セレスたち、いつ戻ってくるんだろう。
サスケ：そんなに早くは戻ってこないさ。あいつらには試練が待ってるんだから……。
ウィズ：試練？
サスケ：下手をしたら、命を落とすかもしれない。
ウィズ：そんな……！　なんなんだよ、この遺跡って。いったい、これから何が起ころうとしてい
るんだ？
サスケ：まあ、そのうち……わかるさ。
ウィズ：なあ、行ってみてもいいか？
サスケ：行くって？
ウィズ：オレだけ留守番なんて、やっぱり納得いかない。
サスケ：好奇心は身を滅ぼすぞ。
ウィズ：何も知らずに終わるよりマシだ！
サスケ：そうか……そこまで言うなら仕方ない。ついて来い。

SE：足音

久須那：さて、おしゃべりはその辺にしておいてもらおうか！

SE：矢が地面に刺さる音

セレス：きゃっ！
デュレ：なんなんです！　突然！
シリア：来たか……久須那。
セレス：えっ！？　久須那って……。だって、久須那は、絵の中に……。
久須那：そう、本物の私は絵の中だ。私は影――シルエットスキル！
デュレ：シルエットスキルですって！
セレス：デュレ、知ってるの？　シルエットスキルって、なんだっけ……。
デュレ：あーもう、あなたは！　なんでそれで卒業できたのか！
セレス：あたしは実技担当なのっ！　で、なんなのよ。シルエットスキルって。
シリア：文字通り、本体の影さ。本体とほぼ同等の力を持つ、意思を持った魔力の塊――
セレス：じゃあ、あれは、偽者ってこと？
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久須那：偽者とは心外だがな。おおむね、そのようなものだ。
デュレ：でも、解せませんね。どうして、久須那のシルエットスキルが私たちを襲うんです？　理
由がありません。
久須那：お前たちをためさせてもらう。
セレス：試す……？
久須那：封印を解くのは、力を持ったものでなくてはならないからな。

SE：シュワアアアア、と魔法の効果音

久須那：役立たずに封印を解かせるわけにはいかない。
セレス：あたしたちが役立たずかどうか、見せてやる！　デュレ、あたしが切り込むから援護お願
い！

SE：ちゃき、と短剣を構える音

デュレ：話し合いの余地はなさそうですね……わかりました。

SE：護符を出す音

久須那：悪いな。時間がない。

SE：魔法の音

久須那：行かせてもらうっ！

SE：ガガガッ、と矢の地面に刺さる音

セレス：うひゃあっ！　どんだけあるの、あの矢！
デュレ：何を言ってるんです。あれがただの矢のはずがないでしょう？
セレス：じゃあ、なんだっていうのよ！
デュレ：あれは「イグニスの弓」――炎の魔力でできた弓です。魔力の続く限り、無限に矢がわい
てきます。
セレス：うっわあ、なんかズルいな！

SE：地面を蹴る音

セレス：でも、近づけばそんなの、関係ないっ！

SE：剣同士がぶつかりあう音

久須那：甘いですね……。
セレス：ええっ！？　なんで、どこから剣が出てきたの！？

SE：剣同士がぶつかり合う音

デュレ：言ったでしょう！　あれは炎の魔力のかたまりなんです。剣の形にだって、変われる！
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セレス：それを先に言ってよぉ！
デュレ：聞かないあなたが悪いでしょう！　どいてっ！

SE：しゅわーっという音

デュレ：ダークフレーム！

SE：魔法を打ち出す音

久須那：ふふ……マジックシールド！

SE：しゅん、と吸収音

デュレ：なっ……吸収された！？
久須那：闇の魔法で私に対抗する気か？　私はシルエットスキル――光と炎の高次魔法で作られた
存在。光は闇を打ち消すことができる！
デュレ：私には分が悪いということですか……。
セレス：でも、そんなときのためにあたしがいるんだよねっ！

SE：ちゃきっ、と剣の音

久須那：ふっ！

SE：剣を弾く音

久須那：気をそらせるとでも思ったか！？
セレス：くっ……。

SE：剣を交える音

セレスモノローグ：あたしの持ってる短剣じゃ、リーチが足りない……！

SE：近づく足音

ウィズ：うひゃあ、とんだところに来ちまったかな？
デュレ：……ウィズ！
シリア：あーあ、来るなって言ったのに……。
サスケ：悪い、悪い。どーしてもコイツが、来たいというんで仕方なく。
ウィズ：あ、なんだよその、オレが全部悪いみたいな言い方。確かに行きたいって言ったのはオレ
だけど……。
サスケ：まあ、そういうわけだ。
シリア：そういうわけ、じゃないだろう？　秘密を知る人間を無駄に増やしてどうする。
サスケ：無駄に、ってわけじゃないと思うけどな。意外と役には立ちそうだけど。女の子二人じゃ、
できないこともあるだろうし。
シリア：それは、そうだが……いまさら試験に参加させるのもな……。
久須那：私は、それでもかまわない。
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セレス：そんなの、あたしが認めるもんか！　それじゃあまるで、あたしたち二人だけじゃ久須那
にかなわないみたいじゃないか！
ウィズ：ここで助太刀なんかしたら、セレスにやられそうだな。
セレス：余計なことしたりしたら、ただじゃおかないんだから！
ウィズ：ああ、わかったよ。でも、見たところ……オレの手助けも、少しはあったほうがよさそう
だ。
セレス：なんですって！？
ウィズ：ほら。使えよ。

SE：剣を差し出す音

セレス：……これ……。ウィズの、剣？
ウィズ：短剣じゃ厳しいだろ。
セレス：何よ！　あたしは別に、こんなもの、貸して欲しくなんか……。
ウィズ：あー、はいはい。いいからいいから。受け取れよ。
セレス：……仕方ないわね。

SE：ばっ、と剣を奪い取るように受け取る音

デュレ：あらら、セレスったら、どうしたんです？　しおらしい顔なんかしちゃって。めずらしい
ですね？
セレス：う、うるさいっ！　なんでもないんだからっ！

SE：ぎゅっ、と剣を抱きしめる音

セレスモノローグ：何よ、何よ！　いきなり優しくしたりして……！
デュレ：どうしたんです？　なんだか本当に顔が赤いですよ？
セレス：なんでもないっ！
デュレ：本当ですか？
セレスモノローグ：ナンなのよ、これ……なんで赤くなったりしてるのよ！　これじゃ、まるで、
ウィズのこと……。もう、何考えてるの！
ウィズ：本当におかしいぞ。熱でもあるんじゃないのか？　それか、魔力にあてられたか。
セレスモノローグ：これもみんな、ウィズのせいじゃない！　なのに何よ、いきなり、そんな優し
い顔なんかしちゃって……。
デュレ：もしかして、照れてるんですか？
セレス：ちがーうっ！
デュレ：へえ……。
セレスモノローグ：別に、照れてなんか……。そうよ、照れてるなんてこと、あるわけないわよ！　
これは……そう、父さんのことを思い出したからよ。そうに決まってる！　父さんが死んで、一人
ぼっちになって……それから、男の人に優しくされるのなんて、全然なかったから……だから、こ
んなにおかしな感じなのよ！
久須那：で。再開しても、かまわないのかな？
セレス：も、もちろんよ！　ウィズ、離れてて！
ウィズ：ああ、がんばれよ。

SE：遠ざかる足音
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セレス：待たせたわ、ねっ！

SE：剣を打ち合わせる音

久須那：ほう、なかなかやるな。

SE：剣を打ち合わせる音

セレス：当たり前よっ！　あたしをなんだと思ってるのっ！
久須那：おしゃべりしていると舌をかむぞ？
セレス：余計なお世話っ！

SE：剣を弾く音

久須那：ふふ。私の手から剣を弾き飛ばすとは……なかなかやるようだ。だが、ツメが甘い……。
セレス：えっ！？
デュレ：セレス！　下がってください！　久須那の剣は魔力でできてるんですよ！
セレス：あっ！

SE：魔法の効果音

久須那：あら、この距離からよけるなんて……。なかなかやるな。これならば、あるいは……。
セレス：え、どういうこと？
久須那：まだまだ改善の余地はあるだろうけれど、一応は合格としておこう。
セレス：一応、って……。
久須那：不服か？
セレス：そりゃそうだよ！
久須那：だが今のお前たちでは私には勝てない。それはわかるだろう？
セレス：うぅー……。
シリア：まあまあ、久須那。そんなにいじめてやるなよ。
久須那：いじめているわけではないんだがな。
シリア：協会１２天使と呼ばれた天使に、そうそう簡単に勝てるもんか。上出来だよ。
久須那：ああ。だから合格だと言っている。
デュレ：それなら――私たちの疑問に、答えてもらえるんですね？
久須那：ある程度ならな。
デュレ：それなら、教えてください。どうして、久須那は絵の中に封じられているんです？
久須那：話せば長くなる……。だが、今はまだすべてを話すときではないな。
ウィズ：なんだ、せっかく待ってたのに。
セレス：ウィズは何もしてないじゃん！
ウィズ：だから、待ってたっていったんだよ。お疲れさん。

SE：頭をぽふぽふと叩く音

セレス：……むぅ。
デュレ：それなら、質問を変えます。久須那を絵の中に封じたのは、誰なんです？
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シリア：オレだ……と、言いたいところなんだが。シェイラル司祭だ。
デュレ：シェイラル司祭が……？
シリア：オレは足りない力を補うために、手を貸しただけだ。だから、封印を解くこともできない
――
デュレ：でも、シェイラル司祭はとうの昔に亡くなっている。それなら久須那は、ずっと絵の中に
閉じ込められたまま？
久須那：そういうわけでも、ない。だがそれもまだ、語るときではないな。
セレス：もう、秘密ばっかりなんだから！
久須那：そう焦るな。そのうち、すべてわかることだ。どんなものにも、時があるものだよ。
セレス：理屈ではわかるけど……。
久須那：まずは、やるべきことをやることだ。
デュレ：やるべきごと……？　なんです、それは？
セレス：もちろん、リベンジ！
久須那：また、わざわざここまで来て？
セレス：むぅ……。
デュレ：それなら、発掘の成果いう名目で、絵を学園まで――テレネンセスまで持ち帰りましょう。
セレス：それだ！
久須那：なるほど。
セレス：反対しないの？
久須那：私はシルエットスキル――役目以外のことは、決められない。
セレス：そっか。じゃあ、持って帰るとして……どうしよう？　これ、すごく大きいよ。
デュレ：空間転移魔法を使えばいいでしょう。
セレス：えーっ！　こないだ、ひどい目にあったばっかりじゃん！
デュレ：それはちょっと、調整中だったから……今度は大丈夫ですよ。
セレス：えぇー……あんまり、信用できないなぁ。
デュレ：でしたら、セレスは歩いて帰ればいいでしょう？
セレス：何よ、それ！　ひどーいっ！
ウィズ：落ち着けよ、そんな、いがみあってどうするんだよ。
デュレ：余計な口を挟まないでください！
セレス：ウィズには関係ないでしょ！　黙ってて！
ウィズ：……なんで、オレが怒られるんだ。
シリア：そういうもんさ……・

//場面転換

学園長：これが……遺跡から発掘された、絵か。
デュレ：はい。しかも、どうやら、ただの絵ではないようです。
学園長：そのようだ。美術品としての価値も高いだろうね。
デュレ：そういうことでは……。
学園長：この絵に関して、これ以上の調査は許可できない。
セレス：えーっ！　なんでっ！？
学園長：知っているだろう、セレス？　久須那は協会レルシア派はじまって以来のタブーだ。
セレス：そんなの知ってる！　でも、この絵の中には久須那が封じられてるんだよ？　それを知っ
てて、それでもこの絵に触るなって言うの！？
学園長：そのとおりだ。
セレス：ひどい！
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学園長：協会のおきてだ。
セレス：おきてなんか知らない！　このままじゃ久須那がかわいそうだ！
学園長：調査は、認められない。
セレス：学園長のバカ！

SE：ドアを開けて走り去る音

学園長：まったく……落ち着きのない子だ。
デュレ：でも、そこが彼女のいいところです。
学園長：つまり、デュレ。君も彼女に賛成だと？
デュレ：……私は。
学園長：無事に学園を卒業したいのなら、おとなしくしておくことだ。
デュレ：それは……脅し、ですか？
学園長：忠告だよ。
デュレ：……失礼します。

SE：ドアを開け、ツカツカと去っていく音

学園長：……いるんだろう、シリア。
シリア：気づいてたか。
学園長：いったい、私を誰だと思っているんだね？
シリア：ハゲジジイ？
学園長：まったく、昔からキミは口が悪いな……。
シリア：正直なたちでね。
学園長：それで、正直に言って、どうだったね。私の演技は？
シリア：上出来。これで二人は、きっと、あの絵を調査しようとするはず。
学園長：……本当なら、止めてやりたかった。
シリア：それは無理だ。これは、アイツらにしかできないことなんだ。
学園長：二人に……神と、精霊たちのご加護がありますように……。

//場面転換

SE：足音

デュレ：……どこ行ったのかしら。セレスったら……。
シリア：セレスを探してるのか？
デュレ：その声は……リボンちゃん？
シリア：ああ。
デュレ：てっきり、セレスと一緒だと思ったのに……。そうすると、ますます心配ですね。あの子、
私がいなかったら、何をするか……。
シリア：そうだなあ。アイツは無謀なところもあるし。
デュレ：ええ。だから、早く見つけださないと……。リボンちゃん、ニオイでわかったりはしない
んですか？
シリア：オレは犬じゃないぞ。
デュレ：狼だって嗅覚は同じでしょう？
シリア：まあ、そうだが。今はサスケがセレスのあとを追いかけてるはずだから、当面は危険がな
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いさ。
デュレ：あら、手際がいい……。まるで、何かたくらんでいるみたいなやり方ですね？
シリア：察しがいいな。今から、ちょっと、一緒に来ないか？
デュレ：一緒に？　どこへです？
シリア：テレネンセス教会跡。
デュレ：えっ！？　あそこは、立ち入り禁止でしょう？
シリア：大丈夫だよ。
デュレ：本当ですか？
シリア：ああ。むしろ、お前はあそこに行かなけりゃならないんだ。
デュレ：行かなければ……ならない？
シリア：テレネンセス教会跡に行けば、わかるよ。お前はまず、伝説の本当の姿を知る必要がある。
デュレ：本当の姿？　それは、どういう……。
シリア：それは今、説明することじゃない。行くんだ、デュレ。知りたいなら。
デュレ：……はい。

//場面転換

SE：風の音

デュレ：……ここが、テレネンセス教会跡。本当に、何もないですね……。
シリア：まあ、１５００年も前に破壊されてるからなぁ。
デュレ：こんなところに来て、どうしようって言うんです？
シリア：それは行けばわかる。
デュレ：行くって……？
シリア：まずは入ればいい。
デュレ：入るもなにも、残ってるのなんか、ただのガレキなのに……。

SE:石の上を歩くような音

シリア：お前なら入れる。
デュレ：えっ！？
シリア：今からお前が行くのは、ずいぶんと遠いところだ。思い出の地は――玲於那とシェイラル
は、お前を受け入れた。
シリア：それは……どういう……！

SE：しゅわーっ、という音
SE：ほわほわとワープ音

デュレ：こ、ここは……。テレネンセス教会跡？　それにしては、新しすぎる……まるで、破壊さ
れる前を見ているみたい……。
玲於那：あなたを、待っていました。ずっと。
デュレ：えっ！？　誰？　どこにいるの？
玲於那：いつか、真実を求めてここにたどりつくのだと――12の精霊核の伝説に疑問を持ったあ
なたが、ここを訪れるのだということはわかっていました。
デュレ：私の質問に、答えるつもりはない……？
玲於那：あなたには、真実を知る勇気はありますか？　知ってしまえば、あなたはもう、知らない
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頃には戻れない。それでも真実を求めますか？
デュレ：なんだっていうの！
シリア：おっと、そんなに怒鳴るなよ。
デュレ：リボンちゃん……？　なんなんですか、ここは。今話しているのは、誰なんです？
シリア：あれは、玲於那の残したメッセージだ。
デュレ：玲於那の……？
シリア：ほら。そこに、天使の像があるだろう？
デュレ：あ……本当ですね。久須那によく似ている……。
シリア：そりゃあそうさ。玲於那は久須那の実の姉なんだからな。
デュレ：そんなこと、知っているに決まっているでしょう？
シリア：ああ、悪い。そんな顔でにらむなよ。
玲於那：あなたは色々なものをなくします。そしてそれは、もう二度と取り戻せない。それでも、
あなたは真実を知りたいと思いますか？
デュレ：あの彫像がしゃべってるんですね？
シリア：ああ。玲於那が、選ばれた者が来たときにメッセージを再生するように残したものだ。
デュレ：それが、私？
シリア：そういうことだ。
玲於那：もし、あなたが真実を知りたいのなら――エルフの森へ行きなさい。そこで森の精霊、
ジーゼと会うのです。
シリア：どうする？　玲於那の言うとおりにしたら、お前はもう、これまでのお前じゃなくなる。
セレスもお前も、元通りには戻れなくなる。それでも、知りたいか？
デュレ：当然でしょう？　ここまで来て、それじゃあやめますなんて、言えるわけがないじゃない
ですか。
シリア：まあ、それもそうか。なら、急いで森へ向かうんだ。
デュレ：急いで？　どうしてです？
シリア：時間がない。
デュレ：時間？
シリア：黒い翼の天使の呪いさ。それがもうすぐ、成就してしまう……。
デュレ：いったい、どういうことなんです？
シリア：それは……。
デュレ：答えて！
シリア：昔、大きな戦いがあった。そのとき、久須那は呪いをかけられたんだ。その呪いはシェイ
ラル司祭の力をもってしても、打ち消すことができなかった。だから、シェイラル司祭は久須那を
絵の中に封じたんだ。少しでも、呪いの進行を遅らせるためにね。
デュレ：それが、12の精霊核の伝説とどんなかかわりがあるというんです？
シリア：それはおいおいわかってくるさ。イヤでも知ることになる。
デュレ：……つまり、話すつもりはない、ということですね？
シリア：悪いな。事情があるんだ。
デュレ：いえ……こうして道を示してもらえただけでも、十分です。研究なんて、そんなものです
からね。
シリア：そう言ってくれると、こっちも助かる。
デュレ：いえいえ。それで、私はこれから、エルフの森へ向かえばいいんですね？
シリア：絵を持って、セレスと一緒にな。
デュレ：わかりました。でしたら、まずはセレスを探しにいかないと……。
シリア：言っただろう？　サスケが一緒だって。
デュレ：そうでしたね。でしたら、早く案内してください。
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シリア：まったく、人使いが荒いなぁ……。
デュレ：何か言いましたか？
シリア：いえいえ、なぁんにも！

//場面転換

SE：雑踏のざわめき

デュレ：……ここに、セレスがいるんですね？
サスケ：ああ、中にいるよ。
シリア：おいサスケ、セレスのこと見てろって言っただろ？
サスケ：大丈夫だって。
シリア：何が、大丈夫なんだ。
サスケ：入ればわかるよ。
デュレ：行きましょう。

SE：ドアを開ける音
SE：店内のざわめき

セレス：もー、腹が立つったら！　オバチャン、お代わり！！
デュレ：……どうやら、元気そうですね。
サスケ：な、言ったろ？　近くにいたら俺まで食われちゃいそうだったから、外に避難しといたん
だよ。
デュレ：確かに、そんな勢いですね……。

SE：近づく足音

デュレ：セレス。
セレス：ん？　デュレ？　あに？
デュレ：口の中にモノを入れたままで話さないでください！
セレス：むぐ……んぐ。はいはい！
デュレ：まったく、行儀が悪いですよ。しかも、こんなに食べて……ブタになっても知りませんよ？
セレス：ほっといてよ！　今はとにかく食べたい気分なんだから！
デュレ：……行きましょう。
セレス：行くって、どこによ。今はあたし食べてるから。食べ終わるまでどこにも行かないんだか
らね！
デュレ：食べ終わってからでかまいませんよ。どうせ、行くなら夜中になりますから。
セレス：夜中？　何の話？
デュレ：……久須那の絵を、盗み出しに行きます。つきあってくれますよね？
セレス：えっ！？　本気！？
デュレ：冗談でこんなこと言うわけがないでしょう？
セレス：でも、バレたらどうするの？　多分、退学になるよ？
デュレ：バレないようにやればいいんです。
セレス：そううまく行くのかな……。
デュレ：無謀はあなたの専売特許だったように思いますけど？
セレス：……まあね。あたしも、久須那をあのまま放ってはおけないって、思ってたけど……でも、
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本当にいいの？
デュレ：望むところです。
セレス：よし……そうと決まったら、まずは腹ごしらえ！　デュレも座って座って！
デュレ：え？　ええ……。

SE：ガタッと音を立てつつイスに座る

セレス：おばちゃーん！　今日のオススメ追加で持ってきてー！
サスケ：……大丈夫かな、あれ。
シリア：……まあ……大丈夫だろ。多分……。

//場面転換

SE：石畳を走る足音

セレス：ふう、まさかこんな、泥棒の真似事みたいなことやるなんて考えたことなかったなぁ……。
ウィズ：オレだってそうだよ。
セレス：ウィズは元々、泥棒みたいなことしてたじゃん。
ウィズ：それは……でもアレには事情があってだな。
デュレ：あまり騒がないでください！　守衛さんに気づかれます！
セレス：はぁ～い。でも、そんな、怒らなくたっていいじゃない？
デュレ：何言ってるんですか。今から、何をしようとしてるのかわかってるんですか？
セレス：もちろん、わかってるよ。久須那の絵を盗み出す！
デュレ：そういうことは大声で言わない。
セレス：ちぇーっ。
ウィズ：はは、拗ねるなよ。
デュレ：ウィズ、あなたもです。
ウィズ：へいへい……。
デュレ：それでは、ここから二手に分かれましょう。ウィズ、退路の確保をお願いしますね。
ウィズ：ああ、任せとけ。
セレス：じゃ、行ってくるねー。

SE：二人の走っていく足音

デュレ：……さて。ここですね。
セレス：何もこんな、裏口から堂々と入らなくたって……窓とかから入ればいいじゃん。
デュレ：何を言っているんですか。窓なんか、ムリに開けたりしたら一発でバレるでしょう？
セレス：ドアだって、壊したら一緒だよ。
デュレ：壊してどうするんです。
セレス：じゃ、どうするの？
デュレ：こういうの、得意でしょう？
セレス：あー、あたしに開けろっていうの？
デュレ：ほかに誰がいるんです？
セレス：そんな、泥棒みたいなこと……。
デュレ：できますでしょう？
セレス：まあ、得意だけど。
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デュレ：でしょう？　がんばってください。
セレス：まったく、人使い荒いんだからぁ……。

SE：カチャカチャと金属音
SE：カチャリ、と掛け金の外れる音

セレス：よしっ！
デュレ：開いたようですね。

SE：ドアを開ける音
SE：中へ入っていく足音

セレス：あ！　ちょっと、感謝の言葉とかはー！？
デュレ：バカなこと言ってないで、早く行きますよ。
セレス：はーい……。

SE：続いて入っていく足音

デュレ：……セレス。止まって。
セレス：ん？　どしたの？
デュレ：結界がはってあるようです。
セレス：結界？　うーん……そういうふうには、見えないけどな。
デュレ：見えなくとも、あるんです。うかつに動くと、ひどい目にあいますよ。
セレス：そっか……じゃあ、どうしよう？　結界を解除する方法とか、ないの？
デュレ：解除なんかしたら、それこそ、侵入者がいると知らせるようなものです。
セレス：だったら、どうするの？　先に進めないよ。
デュレ：結界がはられていないところがあります。
セレス：……なんか、罠っぽいね。
デュレ：その可能性が高いでしょうね。どうします？
セレス：もちろん、行くよ！　でないと、何も始まらないんだし。
デュレ：気をつけていきましょう。

SE：足音を忍ばせながら歩く音

デュレ：……学園長室。
セレス：こんなとこに誘い出して、どうするつもりかな？
デュレ：どうでしょうね。久須那の絵があるとしたら、ここよりはもっと別の場所のような気もし
ますが……
セレス：じゃあ、どうする？　バレないように結界を解除する方法とか、すり抜ける方法とかでも
考えてみる？
デュレ：いえ……入ってみましょう。
セレス：えっ？　入るの？
デュレ：ここだけ、あえて結界をはっていないということは、ここに入れということでしょうから。
セレス：でも、罠かもしれないんだよ？
デュレ：むしろ、罠でしょうね。
セレス：だよねえ。ここまで警備の一人もいないなんて、やっぱりおかしいよね。
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デュレ：でもここ以外、道はなさそうですからね。
セレス：うん、そうだよね。よし、入ろう！

SE：ドアを開ける音

久須那：よく来たな。
セレス：久須那！？
久須那：待ちくたびれたぞ？
デュレ：どういうことです？
久須那：そのままの意味だ。私はお前たちを待っていたんだよ。

SE：動物の足音

シリア：お前たちには、久須那の絵を無事に盗み出してもらう必要があるからな。
セレス：な、なんでリボンちゃんがここにいるの！
シリア：ハゲジジイの代わりにな。
デュレ：学園長の……？　つまり、これは学園長も承知している、ということですか？
久須那：そういうことだ。
デュレ：でしたら、なぜ、昼間あんなことを言ったんです？
久須那：目を欺く必要があった。
デュレ：目を？
シリア：リテール協会さ。レルシア派は、久須那の絵を調査することに対して、よしとはしないだ
ろうからな。
デュレ：つまり、すべては手の上だった……と、いうことですか。
シリア：そう怒るなよ。仕方なかったんだ。
セレス：仕方ないって、何がよ？
久須那：協会の承認を得るのは、不可能ではないだろう。が、時間がかかる。それでは遅い。
セレス：遅い？　あれ、なんだろう、どこかでそんなことを聞いた気がする……。
久須那：そう。時が、迫っている。
デュレ：どういうことです？
久須那：それは……。
シリア：久須那。まだ……。
久須那：わかっている。セレス、デュレ。まだそれは話せない。だが、どうする？　今ならまだ、
ぎりぎり降りられるぞ。
セレス：降りるわけないじゃん！
デュレ：ここまで来て、降りるなんてありえませんね。
久須那：……そうか。ありがとう。
シリア：よーし、そうと決まったら、早速エルフの森に行こうか？
セレス：えっ、いくって、今から？
シリア：ああ、今から。
セレス：でも、どうやって行くの？　久須那の絵を持って、今からエルフの森まで行ったら、どん
なに急ぎだって朝になっちゃう。
デュレ：私の空間転移魔法がありますよ。
セレス：えーっ、やだよ、あれ！　なんか気持ち悪くなるんだもん！
久須那：心配するな。エルフの森までなら、私の力で送ってやれる。少し時間はかかるが、安定は
しているぞ。
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セレス：わ、よかったー！　デュレの転移魔法、乱暴なんだもん！
デュレ：……そういうことを言っていると、次からはやりませんよ？
セレス：えー。そんな、ケチなこと言わないで！　ね？
デュレ：ふん！
シリア：まあまあ。ケンカするなよ。
デュレ：セレスが悪いんです。
セレス：えー、あたしのせいなの？
久須那：わかった、わかった。とりあえず、行くぞ？
セレス：うん！
デュレ：……はい。
久須那：いざ、エルフの森へ……。

SE：魔法っぽい効果音
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